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１ 学校の概要

•創立１２０年を超える伝統校

•県南部を代表する公立高校

•進学と部活の両立

•平成２６年度からＳＧＨ校に指定

・地域リーダーを数多く輩出
・注文の少ない同窓会ト

○奈良県の構造的課題
・少子高齢化（デメリット）
・ドメスティックな気風（？）

・進学実績（国私浪３：４：３）
・地方の伝統校タイプ
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２ 地域・学校の状況と課題

・変化する産業構造
（インフラ整備の困難）
・急増するインバウンド
需要と対応人材不足
・南部東部の振興

・保守的→受動的姿勢
（学習意欲、学校生活）
・少子化の影響

・指導改善の遅れ

地域 学校

ＳＧＨ事業



ＳＧＨ事業（平成２６～３０年度）の総括

達成した 充分でない

生徒の
意識

・自主的に社会貢献す
る意欲
・主体的に活動する態度

・課題研究とキャリアの連
続性

生徒の
技能

・協議し協働する力
・表現する力

・批判的思考力

指導体制 ・校外活動の指導に関
わる連携等

・学校内の教科間連携
・各教科の指導改善

※「２０１９年度地域との協働による高等学校教育改革推進事業研究開発の概要」による。

地域性

課題研究

役割分担
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昨年度研究テーマ一覧

・地域課題をテーマ

にしたものが水色。

・もともと県で取り組

む「奈良TIME」の影

響から地域課題を

扱う生徒は多い。

・「何のために指導す

るか」という意識は

指導側にも希薄

だった。
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３ 本事業の概要



１年(知識・技能・他)



２年(課題研究)



３年(未来創造会議)
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観光と地域創生
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